
第３回　社会科小テスト　解説 
 
地理分野 
★動画で復習「NHK for School　プレイリスト（https://www.nhk.or.jp/school/playlist/）」で 

「他の人のプレイリストを読み込む」　9791 
＊その後に出てくる名前は何でも構いません　例：忠生社会３年その3 
今回の地理分野の問題を復習できる動画があります。時間があれば、視聴してみてください 
 
問１．日本の標準時の基準となる経線の経度を選びなさい 
解答：東経１３５度 
解説：日本の標準時は兵庫県の明石市を通ります。 
 
問２．１時間の時差が生じる経度の差はいくつか選びなさい 
解答：１５° 
解説：時差を求める計算式は（時間）×１５です。 
 
問３．日本の西端に当たる日本の島の名称を選びなさい 
解答：与那国島 
解説：北端が択捉島、東端が南鳥島、南端が沖ノ鳥島です。 
 
問４．日本海側を北上する海流の名称を答えなさい 
解答：対馬海流 
解説：対馬海流と黒潮（日本海流）が暖流（温かい海の流れ）で、リマン海流と親潮（千島

　　　海流）は寒流（冷たい海の流れ）であることも覚えておくと良いです。 
 
問５．国の領域について、沿岸から１２海里までの範囲の名称を選びなさい。 
解答：領海 
解説：領海は１２海里の範囲。排他的経済水域は２００海里の範囲。 
 
問６．気候などを利用して出荷時期を遅らせる栽培方法の名称を選びなさい。 
解答：抑制栽培 
解説：生育を早めるのが促成栽培。漢字ミスが多いので、書いて覚えることをおすすめしま

　　　す。 
 
問７．稚魚を海や川に放流し自然の中で成長してから採る漁業を選びなさい 
解答：栽培漁業 
解説：近年、養殖漁業や栽培漁業の割合が増えている。近年では、栽培漁業の一度放流する

　　　方法が、自然界の生態系にも良い影響を与えることが望ましいとされている。 
 
問８．日本の産業の中心である商業やさーボス業に当てはまるものを、次の選択肢から選び

　　　なさい。 
解答：第三次産業 
解説：第一次産業は農業、第二次産業は工業を表している。 

https://www.nhk.or.jp/school/playlist/


問９．日本の発電割合として正しい数値を表している選択肢を選びなさい（2016年） 
解答：火力発電87.9％　水力発電8.5％　原子力発電1.7％ 
解説：火力発電の割合が８０％以上であり、原子力発電は５％以下が続いている。 
 
問１０．日本の鉄鉱石の輸入先別金額割合について、全体の約５０％を占めている日本の鉄

　　　　鉱石輸入先の国名を次の選択肢から選びなさい。 
解答：オーストラリア 
解説：オーストラリアはアジアの国とのつながりも強く、資源の多くを日本は輸入してい　

　　　る。 
 
 
歴史分野 
 
問１　（ア） 
 
　【メモ】（オ）⇒（ウ）⇒（ア）⇒（イ）⇒（エ）の順です。P.59の年表の【　あ　】か
　　　　　ら【　お　】の並び替えです。年表を見て、時代の流れをもう一度確認してくだ

　　　　　さい。 
 
問２　（ウ） 
 
　【メモ】（ア）（ウ）（エ）については、P.58の『①幕藩体制の成立』を確認してくださ
　　　　　い。（イ）（オ）については、P.50の『④下剋上と戦国大名』を確認してくださ
　　　　　い。 
 
問３　（イ） 
 
　【メモ】P.58の『②産業の発達と元禄文化』を確認してください。 
 
問４　（エ） 
 
　【メモ】P.58の『B幕政の改革』の表を確認してください。（エ）の朱子学以外の講義を
　　　　　禁止したのは、徳川吉宗ではなく、寛政の改革を行った松平定信です。 
 
問５　（オ） 
 
　【メモ】P.58の『④化政文化と天保の改革』を確認してください。 
 
問６　（ウ） 
 
　【メモ】（ア）⇒（オ）⇒（ウ）⇒（エ）⇒（イ）の順です。P.63の年表の【　あ　】か
　　　　　ら【　お　】の並び替えです。年表を見て、時代の流れをもう一度確認してくだ

　　　　　さい。 
 
 
 



問７　（ウ） 
 
　【メモ】P.62の『①市民革命と産業革命』を確認してください。 
 
問８　（イ） 
 
　【メモ】P.62の『②ヨーロッパ諸国のアジア侵略』を確認してください。 
 
問９　（ア） 
 
　【メモ】P.62の『B日米和親条約と日米修好通商条約』の表を確認してください。日米和
　　　　　親条約で開港されたのは、下田と函館の２港です。 
 
 
問１０　（オ） 
 
　【メモ】P.6２の『江戸幕府の滅亡』を確認してください。（ア）はP.58の『産業の発達
　　　　と元禄文化』にあるとおり５代将軍で、生類憐みの令を出しました。なお、（イ）

　　　　は３代将軍、（ウ）は１４代将軍です。 
 
 
★重要★ 
次回の小テスト④は、小テスト①〜③の復習問題になります。これまでの問題の解き直しや

総復習の範囲を繰り返し学習しておきましょう。 


